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卵細胞質内に体細胞核を移植することによって、体細胞核に初期化が誘導され、最終

的にクローン動物がつくられます。この初期化に関わる因子の多くは謎に包まれてい

ますが、細胞骨格の主要な構成成分であるアクチンが核内で初期化を促進することが

わかってきました(1,2)。本講演では、初期化の仕組みを概説し、核の中のアクチンが
どのように初期化や発生に関わるかについて考察します。また、核アクチンの機能解

析(3)という新規の研究領域についても紹介します。 
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多数の皆様のご来聴をお願い申し上げます。 
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